
五経正義諌解通論(-)(野間)

五
経
正
義
讃
解
通
論
　
(
一
)

は
じ
め
に

一
　
今
讃
　
(
今
賛
)

二
　
今
制
定
知
不
然
者
　
(
今
別
定
以
鳥
)

三
　
封
文
　
(
封
則
)
・
散
文
　
(
散
則
)

四
　
其
賓

は
じ
め
に

か
つ
て
　
「
五
経
正
義
語
彙
語
法
前
記
」
　
と
題
し
、
『
五
経
正
義
』
中
に
見
え

る
語
彙
や
語
法
に
関
す
る
論
考
を
、
前
記
形
式
で
五
回
に
亘
っ
て
連
載
し
た
こ

と
が
あ
る
〔
①
〕
。
こ
の
節
記
の
冒
頭
で
　
「
鳥
首
」
　
と
い
う
言
葉
を
取
り
上
げ
た

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
勢
い
六
朝
時
代
の
文
献
に
顕
著
に
な
る
と
い
わ
れ
る
口
語

的
表
現
を
紹
介
す
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
当
初
に
そ
れ
ほ
ど
意
識
し

て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
節
記
を
発
表
し
て
い
る
さ
な
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

野
間
　
文
史

る
文
献
検
索
時
代
に
入
っ
た
こ
と
は
、
中
国
古
典
の
語
彙
語
法
研
究
に
と
っ
て
画

期
的
な
出
来
事
で
あ
る
。
経
書
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
九
九
九
年
以
降
、
台
湾

0
0

中
央
研
究
院
計
算
中
心
　
「
漢
籍
全
文
資
料
庫
」
に
よ
っ
て
『
十
三
経
注
疏
』
　
の

検
索
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
こ
れ
は
筆
者
に
と
っ
て
も
文

字
通
り
の
驚
異
的
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
用
例
を
列
挙
す
る
こ
と
を
大
き
な

柱
と
す
る
本
前
記
の
発
表
を
継
続
す
る
意
義
が
低
下
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

連
載
を
五
回
で
打
ち
切
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
た
だ
思
い
が
け
な
く
も
少
な
か

ら
ぬ
方
々
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
と
本
前
記
と
は
別
物
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
継
続
す
べ
き
だ
と
の
励
ま
し
を
い
た
だ
い
た
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
っ
た
。

そ
の
後
、
筆
者
自
身
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
、
と
り
わ
け
　
「
漢
籍
全
文
資

料
庫
」
を
大
い
に
利
用
し
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
絶
大
な
効
果
や
威
力
と
と
も
に
、

限
界
な
い
し
弱
点
に
も
思
い
を
致
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
五
年
間
の
空
白
を
お

い
て
、
こ
こ
に
　
「
五
経
正
義
語
彙
語
法
前
記
」
　
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
た
次
第

で
あ
る
。
た
だ
し
前
回
の
も
の
と
区
別
す
る
た
め
に
　
「
五
経
正
義
讃
解
通
論
」

と
題
す
る
。

さ
て
前
稿
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
従
来
の
辞
書
類
が
採
録
す
る
こ
と
の
少
な
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か
っ
た
.
口
語
的
表
現
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
も
、
同
じ
く
辞
書
類
に
は

採
録
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
例
を
取
り
上
げ
る
。
た
だ
し
そ
の
少
な
い
理
由
は

大
い
に
異
な
る
。
す
な
わ
ち
本
稿
で
は
、
辞
書
類
が
採
録
す
る
ま
で
に
は
及
ば

な
い
表
現
　
(
つ
ま
り
語
義
そ
の
も
の
と
し
て
は
理
解
が
容
易
な
も
の
)
　
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
『
五
経
正
義
』
を
読
み
解
い
て
い
く
際
に
、
そ
の
文
章
の
論
理
の
展

開
上
重
要
な
働
き
を
す
る
語
彙
、
ま
た
句
と
句
と
を
隔
て
て
呼
応
す
る
表
現
や

三
字
以
上
の
慣
用
的
表
現
、
あ
る
い
は
『
五
経
正
義
』
に
独
特
な
語
彙
・
語
句

等
、
『
五
経
正
義
』
の
性
格
を
示
す
用
法
を
順
次
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

以
上
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
漢
籍
全
文
資
料
庫
」
の
恩
恵
に
与
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
　
「
五
経
正
義
讃
解
通
論
」
と
は
題
す
る
が
、
そ
の
中
心

は
お
お
む
ね
『
春
秋
正
義
』
で
あ
り
、
し
か
し
ま
た
唐
の
貿
公
彦
『
周
蔵
琉
』

・
『
儀
穏
疏
』
、
唐
の
楊
士
助
『
穀
梁
疏
』
や
　
(
伝
)
　
唐
の
徐
彦
『
公
羊
疏
』
、

さ
ら
に
は
染
の
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
、
そ
し
て
隋
の
劉
絃
『
孝
脛
述
議
』
に
も

及
ぶ
つ
も
り
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
『
五
経
正
義
』
　
の
分
量
は
彪
大
で
あ
る
。
本
稿
以
降
で
は

し
ば
ら
く
の
間
、
『
春
秋
左
侍
注
疏
』
巻
一
～
巻
玉
に
見
え
る
用
例
を
中
心
に

取
り
上
げ
、
同
様
の
例
を
こ
れ
以
外
や
他
の
　
『
五
経
正
義
』
『
九
経
疏
』
中
に

求
め
る
と
い
う
方
法
で
進
め
る
こ
と
と
も
た
い
。
底
本
は
嘉
慶
二
十
年
開
雛
の

い
わ
ゆ
る
「
阪
刻
本
十
三
経
注
疏
」
を
用
い
、
巻
・
菓
次
第
は
こ
れ
に
基
づ
く
。

た
だ
し
本
文
　
(
特
に
『
春
秋
正
義
』
)
　
は
筆
者
の
校
定
し
た
疏
文
を
用
い
る
が
、

原
則
と
し
て
個
々
の
文
字
の
異
同
に
は
言
及
し
な
い
。
ま
た
『
論
語
義
疏
』
は

懐
徳
堂
本
(
懐
徳
堂
記
念
会
一
九
二
輿
後
に
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
一
巻
所
収
)
、

『
孝
経
述
議
』
は
林
秀
一
『
孝
経
述
議
復
元
に
関
す
る
研
究
』
　
(
岡
山
大
学
法
文

学
部
漢
文
学
研
究
室
一
九
五
三
)
　
に
よ
る
。

一
　
今
讃
　
(
今
賛
)

先
ず
『
左
侍
』
隠
公
元
年
伝
「
贈
死
不
及
戸
」
の
杜
預
注
「
戸
未
葬
之
通
稀
」

の
疏
文
中
に
見
え
る
　
「
今
讃
」
　
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
。

0
左
博
注
疏
　
(
已
・
N
u
a
・
b
隠
公
元
年
伝
)

注
戸
未
葬
之
通
稀
○
正
義
日
、
曲
櫓
下
云
「
在
休
日
戸
、
在
棺
日
柩
」
、
是
其

相
封
言
耳
。
今
以
既
葬
乃
来
而
云
「
不
及
戸
」
、
知
「
戸
是
未
葬
之
通
辞
」
也
。

葬
則
戸
不
復
見
、
未
葬
猶
及
見
之
、
故
以
葬
烏
限
也
。
将
例
日
　
「
喪
贈
之
幣
、

車
馬
目
脂
、
貨
財
日
膵
、
衣
服
日
樋
、
珠
玉
日
含
。
然
而
組
謂
之
膚
、
故
停
日

『
贈
死
不
及
P
』
也
」
。
然
則
此
文
雌
鳥
膚
輿
欺
計
甲
樽
・
含
・
樋
、
線
名
鳥

贈
。
但
及
未
葬
皆
無
所
識
也
。
樋
以
衣
戸
、
含
以
賞
口
、
大
赦
之
後
、
無
所
用

之
、
既
残
之
後
猶
致
之
者
、
示
存
恩
好
。
不
以
充
用
也
。

日
田
日
、
雑
記
「
弔
含
樋
・
甲
臨
之
等
」
「
未
葬
則
葦
席
、
既
葬
則
蒲
席
」
、

是
葬
後
得
行
。
此
言
「
緩
」
者
、
種
記
後
人
雑
録
、
不
可
典
侍
同
言
也
。
酔
可

初
葬
之
後
則
可
、
久
則
不
許
〔
②
〕
。

し

正
義
に
日
く
、
(
曲
礼
下
)
　
に
　
「
淋
　
〔
寝
台
〕
　
に
在
る
を
戸
　
〔
死
骸
〕
　
と

き
・
フ

日
ひ
、
棺
〔
ひ
っ
ぎ
〕
　
に
在
る
を
柩
と
日
ふ
」
　
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
(
戸

と
柩
を
)
　
対
照
さ
せ
て
言
っ
た
ま
で
で
あ
る
。
い
ま
こ
こ
で
は
既
に
葬
っ

た
後
に
な
っ
て
や
っ
て
来
て
、
「
戸
に
及
ば
ず
」
と
言
う
の
だ
か
ら
、
「
戸
」

と
は
　
「
未
だ
葬
ら
ざ
る
の
通
称
」
　
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
葬
」
　
に
は

戸
を
も
は
や
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
葬
っ
て
い
な
け
れ
ば
ま
だ
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
　
「
葬
」
　
を
区
切
り
と
し
た
の
で
あ
る
。
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《
釈
例
　
(
弔
贈
葬
例
)
》
に
、

ぱ

う

　

　

　

　

　

　

　

は

く

喪
贈
の
幣
〔
葬
儀
の
贈
物
〕
　
は
、
車
馬
を
膚
と
い
い
、
貨
財
を
樽
と

ナ

い

　

　

　

　

　

　

　

が

ん

い
い
、
衣
服
を
槌
と
い
い
、
珠
玉
を
含
【
ふ
く
み
だ
ま
〕
と
い
う
。

そ
し
て
ま
と
め
て
こ
れ
を
贈
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
伝
に
「
死
に
贈
り

て
戸
に
及
ば
ず
」
　
と
い
う
。

と
述
べ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
の
伝
の
文
章
は
相
の
た
め
に
書

き
起
こ
さ
れ
た
も
の
だ
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
、
碍
・
購
・
含
・
樋
を
ま

と
め
て
　
「
贈
」
と
名
づ
け
る
。
し
か
し
未
だ
葬
ら
な
い
段
階
で
は
、
い
ず

れ
も
譲
る
べ
き
も
の
は
な
い
。

み

　

　

　

　

　

　

た

い

れ

ん

樋
は
戸
に
着
せ
、
含
は
口
中
に
実
た
す
も
の
で
、
大
赦
〔
遺
骸
を
棺
に

ひ
ん

納
め
る
こ
と
〕
　
の
後
に
は
用
い
よ
う
が
な
い
。
既
に
残
〔
か
り
も
が
り
〕
　
し

た
後
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
こ
れ
を
致
し
た
の
は
、
(
贈
り
主
の
)
　
恩
好
を

あ

存
す
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
充
て
用
い
た
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。旬

間
同
月
引
、
(
雑
記
)
　
で
は
、
弔
問
す
る
際
の
含
・
槌
・
膚
・
臨
の

ゐ
せ
き

類
は
、
未
だ
葬
っ
て
い
な
け
れ
ば
葦
席
〔
あ
L
で
編
ん
だ
敷
物
〕
が
有
り
、

ほ
せ
き

既
に
葬
れ
ば
蒲
席
〔
が
ま
で
編
ん
だ
敷
物
〕
が
有
る
か
ら
、
こ
れ
は
「
葬
」

の
後
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
(
し
か
る
に
)
　
い
ま
こ
こ
で
　
「
緩
」
　
と
言

う
の
は
　
(
な
ぜ
か
と
い
え
ば
)
、
《
穏
記
》
は
後
人
の
雑
録
で
あ
っ
て
、
伝

と
同
じ
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
或
い
は
葬
っ
た

直
後
は
よ
く
て
、
久
し
く
な
る
と
許
さ
れ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
こ
に
見
え
る
「
今
讃
」
と
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
旧
著
『
春
秋
正
義

を
読
み
解
く
-
劉
文
洪
『
左
侍
啓
疏
考
正
』
を
通
し
て
ー
』
(
東
洋
古
典
学
研
究

会
一
九
九
五
)
　
で
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
当
初
は
書
名
の
よ
う
に
も
見

え
、
ま
た
そ
う
で
な
い
よ
う
に
も
思
え
、
そ
の
実
体
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ

し
て
こ
の
筆
者
永
年
の
疑
問
を
解
決
し
て
く
れ
た
の
が
、
清
儒
劉
文
洪
『
左
停

菖
琉
考
正
』
で
あ
る
。
こ
の
書
物
に
つ
い
て
は
右
の
旧
著
の
解
題
〔
③
〕
に
詳

し
く
述
べ
て
い
る
が
、
結
論
だ
け
を
述
べ
る
と
す
る
な
ら
、
劉
氏
は
こ
の
書
に

お
い
て
『
春
秋
正
義
』
の
文
章
を
約
二
百
条
に
亘
っ
て
分
析
検
討
し
、
唐
の
孔

穎
達
奉
勅
撰
『
春
秋
正
義
』
は
ほ
ぼ
隋
の
劉
絃
『
春
秋
述
議
』
を
踏
襲
す
る
も

の
で
あ
り
、
唐
人
の
手
に
成
る
の
は
、
土
の
「
今
讃
」
と
か
あ
る
い
は
「
今
制

定
知
不
然
者
」
と
述
べ
て
議
論
を
展
開
す
る
部
分
の
み
で
あ
る
、
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。

筆
者
は
こ
の
劉
文
洪
『
左
停
菖
疏
考
正
』
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
わ
り
、
も

と
よ
り
そ
の
見
解
の
大
体
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
旧
著
は
そ
の
翻
訳
を
主

要
部
分
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
劉
文
浜
は
こ
の
　
「
今
讃
」
　
に
つ
い
て
、
そ
の
　
「
自
序
」
　
で
、

《
唐
音
》
孔
穎
達
本
伝
に
「
も
と
義
賛
と
名
づ
け
、
後
に
詔
あ
り
て
正
義

と
改
名
し
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
い
ま
《
左
伝
疏
》
の
中
に
は
間
々

い
ま
だ
削
り
改
め
尽
く
さ
な
い
で
、
「
今
賛
」
　
と
述
べ
て
い
る
部
分
が
あ

る
【
隠
元
年
・
裏
元
年
三
十
九
年
・
昭
二
十
年
】
。
こ
れ
こ
そ
が
「
義
賛
」
で
、

(
序
)
　
に
い
わ
ゆ
る
「
特
に
短
見
を
申
し
述
べ
た
(
特
申
短
見
)
」
箇
所
で

あ
る
。
つ
ま
り
　
「
今
賛
」
と
述
べ
る
部
分
は
、
す
べ
て
　
「
旧
琉
」
　
の
後
に

位
置
し
て
、
別
の
一
説
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
《
左
伝
疏
》
中
で
お
よ
そ
「
今
刑
定
し
て
然
ら
ざ
る
を
知
る
は
(
今

制
定
知
不
然
者
)
」
と
述
べ
て
い
る
部
分
は
、
こ
れ
ま
た
孔
沖
遠
の
筆
に
成
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る
も
の
で
あ
り
、
(
序
)
　
の
　
「
勅
を
奉
じ
て
制
定
す
(
奉
勅
制
定
)
」
　
と
い

う
表
現
に
合
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
　
「
制
定
」
　
の
語
の
無
い
文
章
は
、
必

ず
や
劉
光
伯
　
〔
劉
焙
〕
　
の
原
文
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
　
「
旧
疏
」
　
を
剰

窺
襲
用
す
る
こ
と
は
決
し
て
孔
沖
遠
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
そ

れ
が
永
徽
年
間
の
諸
臣
の
増
損
に
出
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
に
充
分

で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
、
0
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
で
次
の
よ
う
に
考
証
し
て
い
る
。

文
棋
案
ず
る
に
、
「
今
讃
」
　
の
二
字
は
《
正
義
》
に
し
ば
し
ば
見
え
る
が
、

こ
れ
は
書
名
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
孔
氏
　
(
序
)
　
の
い
う
と
こ
ろ
の
　
「
特

に
短
見
を
申
べ
」
　
た
部
分
で
あ
ろ
う
。
《
唐
書
》
孔
穎
達
伝
に
よ
れ
ば
、

も
と
《
義
賛
》
と
名
づ
け
ら
れ
、
詔
せ
ら
れ
て
《
正
義
》
と
改
名
し
た
と

い
う
。
こ
こ
の
例
は
改
め
尽
く
し
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
【
講
と
賃
は
音

義
同
じ
】
。
し
た
が
っ
、
て
前
は
　
「
旧
疏
」
　
の
原
文
で
あ
る
。

ち
な
み
に
孔
穎
達
は
『
春
秋
正
義
』
序
に
お
い
て
、
杜
預
『
春
秋
経
侍
集
解
』

の
義
疏
と
し
て
梁
の
沈
文
阿
と
隋
の
劉
蛇
、
そ
し
て
蘇
寛
の
三
書
を
挙
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
を
批
評
し
た
後
、
劉
焙
の
『
春
秋
述
議
』
を
い
っ
た
ん
評
価
し
た
う
溝

で
、
さ
ち
に
そ
の
欠
点
(
杜
預
説
を
批
判
す
る
箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
)
を
批
判
し
、

最
後
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

然
れ
ど
も
諸
々
の
義
疏
に
比
す
れ
ば
、
猶
ほ
観
る
べ
き
も
の
有
り
。
今

勅
を
奉
じ
て
制
定
す
る
に
、
接
り
て
以
て
本
と
鳥
す
。
其
の
疎
漏
有
る
は
、

こ
れ

沈
氏
を
以
て
焉
を
補
ふ
。
若
し
雨
義
倶
に
違
ふ
と
き
は
、
即
ち
嘲
q
嘲

剋
副
叫
ぶ
。
(
然
比
諸
義
銃
、
猶
有
可
観
。
今
朝
剣
劇
刻
、
披
以
島
本
。
共
有
疎

漏
、
l
以
沈
氏
補
焉
。
若
雨
義
倶
違
、
則
嘲
利
固
則
。
)

こ
の
孔
穎
達
『
春
秋
正
義
』
序
の
記
述
に
即
し
て
い
え
ば
、
「
今
讃
」
　
と
は

右
の
よ
う
に
見
な
し
て
始
め
て
理
解
可
能
と
な
る
、
と
い
う
の
が
劉
氏
の
主
張

で
あ
る
。
そ
し
て
筆
者
も
ま
た
こ
れ
に
賛
同
す
る
こ
と
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
劉
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
春
秋
正
義
』
中
に
は
さ
ら
に
以
下
の

三
例
の
「
今
賛
」
を
見
出
し
得
る
。
特
に
後
の
二
例
の
「
今
費
」
の
直
前
に
「
劉

絃
」
　
説
の
引
用
が
有
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
原
文
の
み
で
あ
る
が

引
用
す
る
。

e
左
侍
注
疏
　
(
?
e
b
・
〇
含
裏
公
元
年
伝
)

注
於
是
至
不
書
○
正
義
日
、
戯
子
先
蹄
、
侍
無
其
事
。
正
以
不
書
侵
楚
侵
陳
、

知
其
必
先
紆
臭
。
若
猷
子
従
師
、
則
書
不
待
告
。
以
戯
子
先
蹄
、
晋
不
告
魯
、

故
侵
陳
楚
、
皆
不
吉
也
。
然
不
知
戯
子
何
以
先
蹄
。
侍
既
不
言
、
未
測
其
故
也
。

悶
甲
苔
、
先
節
者
、
以
前
年
虚
打
合
、
猷
子
先
厨
合
葬
。
今
公
錐
即
位
、
年
又

幼
小
、
君
既
新
立
、
故
戯
子
先
掃
。
〔
④
〕

e
左
侍
注
疏
　
(
い
や
○
い
b
裏
公
二
十
九
年
伝
)

[
疏
]
祓
残
至
幣
也
○
正
義
日
、
案
雑
記
、
諸
侯
使
臣
致
樋
之
穏
云
　
「
委
衣
於
接

東
」
。
今
楚
人
以
公
身
在
、
意
欲
軽
魯
、
令
公
依
遣
使
之
比
。
公
以
楚
人
軽
己
、

所
以
患
之
。
故
穆
叔
云
、
若
使
巫
人
先
往
祓
濱
、
則
是
君
臨
臣
喪
之
種
。
祓
除

既
了
而
行
接
穂
、
布
陳
衣
物
、
興
行
朝
之
時
布
陳
幣
烏
無
異
。
有
何
可
患
。
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l
劉
腫
云
、
「
朝
頑
、
両
君
相
見
、
先
授
玉
然
後
致
享
、
乃
布
陳
幣
畠
於
庭
也
。

祓
残
者
君
臨
臣
喪
之
種
、
先
便
祓
残
行
臨
喪
之
櫓
、
然
後
致
樋
、
則
全
是
布
幣

之
蔵
。
言
『
輿
朝
而
布
幣
無
異
』
也
。
君
臨
臣
喪
者
、
由
先
見
臣
。
故
以
祓
残

比
行
朝
縄
、
自
然
致
擢
似
布
幣
。
楚
以
親
樋
屈
魯
、
魯
以
祓
頬
白
等
」
。

目
日
日
、
琉
云
以
蹟
有
凶
邪
、
畏
慈
患
之
。
不
肯
親
樋
。
穆
叔
云
、
先
便
巫
人

祓
除
祐
之
凶
邪
、
凶
邪
既
無
而
行
接
種
、
布
陳
衣
物
、
興
行
朝
之
時
布
陳
幣
南

無
異
。
言
倶
無
谷
、
有
何
可
患
〔
⑤
〕
。

e
左
倖
注
疏
　
(
怠
・
0
-
a
・
b
昭
公
二
十
年
経
)

注
嘗
有
至
曹
邑
○
正
義
日
、
宣
十
年
倖
例
日
、
「
凡
諸
侯
之
大
夫
違
、
告
於
諸

侯
日
、
某
氏
之
守
臣
某
、
失
守
宗
廟
、
敢
告
。
所
有
玉
島
之
使
者
則
告
、
不
然

別
否
」
、
注
云
「
玉
島
之
使
謂
聴
。
恩
好
不
接
、
故
不
告
」
。
如
杜
之
意
、
此

鳥
奔
者
之
身
、
嘗
有
玉
島
之
使
於
彼
園
、
巳
鐙
相
接
則
告
。
若
奔
者
未
嘗
往
碑
、

恩
好
不
接
則
不
告
。
唯
告
奔
者
嘗
碑
之
園
、
徐
不
告
也
。
曹
合
曾
来
聴
魯
、
故

云
　
「
嘗
有
玉
向
之
使
束
告
故
書
」
　
也
。
此
輿
二
十
二
年
　
「
采
華
亥
・
向
寧
・
華
定

日
宋
南
里
出
奔
楚
」
、
其
文
正
同
。
彼
華
亥
等
入
南
里
以
叛
、
又
従
南
里
出
奔
、

則
此
亦
應
然
。
貢
蓮
云
「
前
此
以
鄭
叛
也
。
叛
便
従
御
而
出
、
叛
不
告
故
不
書
」
、

是
言
既
以
卯
叛
、
又
従
鄭
而
出
也
。
南
里
繋
采
、
此
鄭
不
繋
曹
者
、
鄭
是
大
都
、

得
以
名
通
。
南
里
是
宋
都
之
里
、
非
別
邑
。
故
繋
於
采
。
此
鄭
及
定
十
一
年
蒼
、

皆
是
別
邑
、
故
不
繋
國
也
。

曹
是
小
國
、
其
臣
書
名
者
少
。
此
合
書
名
、
蓋
備
於
穂
、
成
鳥
卿
也
。
繹
例
日
、

「
小
国
之
卿
、
或
命
而
穏
儀
不
備
、
或
未
加
命
数
、
故
不
書
之
。
郷
卑
我
之
等
、

其
奔
亡
亦
多
、
所
書
唯
数
人
而
巳
、
知
其
合
制
者
少
也
」
。
杜
言
　
「
数
人
」
、

謂
此
公
孫
合
興
部
快
・
部
卑
我
也
。
是
杜
意
以
合
備
穏
成
卿
、
故
書
名
也
。

脚
匝
云
「
春
秋
未
嘗
書
曹
人
来
聴
。
非
徒
合
不
見
経
。
絃
謂
玉
島
之
使
、
謂
國

家
所
有
交
好
皆
告
之
。
非
奔
者
之
身
嘗
聴
也
」
。

日
田
又
云
「
所
以
華
亥
・
向
学
射
姑
等
不
見
有
玉
島
来
聴
者
、
以
共
時
未
鳥
卿

也
」
。
〔
⑥
〕

ち
な
み
に
阪
元
校
勘
記
で
は
O
e
O
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

0
今
讃
日
(
O
N
.
N
旨
.
N
)
関
本
・
監
本
・
毛
本
並
作
「
合
讃
」
。
按
「
今
讃
」
正
義

屡
引
之
。
浦
鐙
正
誤
改
作
「
令
蓋
」
皆
非
是
。
襲
博
元
年
正
義
「
讃
」
作

「
賛
」
。
　
　
　
イ

e
令
費
目
疏
云
　
(
い
や
○
い
b
.
巴
　
宋
本
「
令
」
作
「
今
」
。

e
今
質
又
云
　
(
命
.
0
-
b
.
巴
　
宋
本
「
質
」
作
「
賛
㌔
　
山
井
鼎
l
彗
　
疏
所
引
用

有
日
「
合
貸
」
、
或
作
「
令
質
」
。
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こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
阪
校
は
　
「
今
讃
」
　
を
書
名
と
見
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
遺
憾
な
が
ら
そ
れ
以
上
の
説
明
は
な
い
。
ま
た
慧
眼
の
浦
鐙
『
十
三
経

注
疏
正
字
』
も
、
こ
こ
で
は
阪
校
の
理
解
の
程
度
に
ま
で
及
ん
で
な
い
。

な
お
阪
刻
本
で
は
e
を
　
「
今
賛
」
　
に
、
0
「
今
質
」
　
に
作
る
。
た
だ
し
　
「
足

利
十
行
本
」
　
で
は
O
を
「
今
賛
」
　
に
作
る
か
ら
、
阪
刻
本
が
元
・
明
以
降
の
誤

刻
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
附
言
す
べ
き
は
、
「
今
讃
(
費
)
」
と
い
う
語
が
『
春
秋
正
義
』
以
外

に
は
見
出
し
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
　
「
今
讃
」
　
は
『
春
秋
正
義
』

に
独
自
に
見
え
る
表
現
で
あ
る
。
或
い
は
、
杜
預
説
を
批
判
す
る
劉
絃
説
に
対
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し
、
杜
預
説
弁
護
の
た
め
の
論
陣
を
張
る
こ
と
の
多
い
『
春
秋
正
義
』
の
立
場

の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

二
　
今
制
定
知
不
然
者
(
今
制
定
以
烏
)

前
節
で
引
用
し
た
劉
文
洪
『
左
侍
啓
疏
考
正
』
に
よ
れ
ば
、
「
今
讃
(
賛
)
」

は
ま
た
、
「
今
個
定
知
不
然
者
」
　
な
る
表
現
を
取
る
と
い
う
。
そ
こ
で
本
節
で

は
続
け
て
こ
の
用
法
を
取
り
上
げ
よ
う
。

先
ず
は
『
左
侍
』
債
公
十
六
年
伝
「
愛
子
不
祀
祝
融
輿
驚
熊
」
　
の
杜
注
「
祝

融
、
高
辛
氏
之
火
正
、
楚
之
遠
祖
也
。
腎
熊
、
祝
融
之
十
二
世
孫
。
変
、
楚
之

別
封
、
故
亦
世
紹
其
祀
」
　
の
琉
文
で
あ
る
。

●
左
侍
注
疏
　
(
-
チ
○
ざ
債
公
十
六
年
伝
)

[
疏
]
祝
融
至
其
祀
○
正
義
日
、
楚
世
家
云
　
「
楚
之
先
出
自
帝
寂
項
高
陽
。
高
陽

生
稀
、
稲
生
巻
章
、
巻
章
生
重
黎
、
黎
鳥
高
辛
氏
火
正
。
帝
響
命
日
祝
融
。
帝

誅
重
黎
、
而
以
其
弟
呉
回
居
火
正
鳥
祝
融
。
呉
回
生
陸
終
、
陸
終
生
季
連
。
季

連
芋
姓
、
楚
其
後
也
。
其
後
中
微
、
或
在
中
國
、
或
在
攣
夷
、
不
能
紀
其
世
。

周
文
王
之
時
、
季
連
之
苗
裔
日
常
熊
、
事
文
王
。
曾
孫
熊
繹
、
成
王
封
於
楚
」
、

是
祝
融
・
驚
熊
、
皆
盛
　
「
楚
之
遠
祖
」
　
也
。

自
祝
融
至
驚
熊
、
司
馬
遷
不
能
紀
其
世
、
杜
言
「
十
二
世
」
、
不
知
出
何
書
。
′

故
励
匝
規
杜
云
「
計
其
間
出
有
一
千
二
百
年
、
略
而
言
之
、
則
百
年
烏
一
世
。

計
父
子
鳥
十
二
世
、
何
以
得
近
千
二
百
年
乎
」
。

正
義
に
日
く
、
…
…
「
祝
融
」
　
か
ら
　
「
驚
熊
」
　
に
至
る
ま
で
、
司
馬
遷
は

そ
の
世
代
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
に
、
杜
預
は
「
十
二
世
」

だ
と
述
べ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
い
か
な
る
文
献
に
出
た
も
の
か
分

か
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
劉
姥
は
杜
預
を
規
正
し
て
、
「
そ
の
間
を
計
算
す

る
に
、
千
二
百
年
以
上
で
あ
る
か
ら
、
お
お
ま
か
に
い
え
ば
百
年
が
一
世

代
と
な
る
。
し
か
し
計
算
す
る
と
父
子
で
十
二
世
代
で
あ
る
な
ら
、
ど
う

し
て
千
二
百
年
近
く
に
な
り
得
よ
う
か
」
　
と
述
べ
て
い
る
。

今
制
定
し
て
そ
う
で

は
な
い
こ
と
が
分
か
る

の
は
、
そ
の
間
に
或
い
は
兄

以
其
間
或
兄
弟
・
伯
叔
相
及
皆
鳥
君
、
故
年
多
而
世
少
。

或
可
特
需
誤
。
劉
更
無
別
文
、
以
意
而
規
杜
氏
、
未
烏
得
也
。

弟
と
か
伯
叔
が
相
い
継
い
で
す
べ
て
君
と
な
っ
た
り
し
た
か
ら
、
年
数
が

多
く
て
も
世
代
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
或
い
は
転
写
の
際
の
誤
り
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
劉
焙
が
別
の
文
献
が
全
く
無
い
の
に
、
私
見
に
よ
っ
て

杜
氏
を
規
正
す
る
も
の
の
、
い
ま
だ
正
解
を
得
た
も
の
で
は
な
い
。

さ
て
こ
の
一
条
に
対
し
て
、
劉
文
洪
『
左
侍
菖
疏
考
正
』
は
次
の
よ
う
に
考

証
し
て
い
る
。

文
洪
案
ず
る
に
、
「
不
知
出
何
書
」
　
以
上
も
や
は
り
光
伯
の
語
で
、
文
気

が
ち
ょ
う
ど
相
承
け
て
下
文
に
続
い
て
い
る
。
光
伯
の
い
う
「
其
問
」
　
と

は
、
す
な
わ
ち
　
「
自
祝
融
至
驚
熊
」
　
を
指
し
て
述
べ
た
も
の
で
、
も
し
前

が
光
伯
の
語
で
な
い
と
す
る
と
、
「
其
間
」
　
と
い
う
表
現
は
空
し
く
承
け

る
も
の
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
前
が
光
伯
の

語
だ
と
分
か
る
の
で
あ
る
。
(
し
た
が
っ
て
)
　
「
故
劉
規
杜
云
」
　
六
字
は
唐

人
の
増
加
し
た
も
の
、
「
今
制
定
知
不
然
者
」
　
以
下
が
唐
人
の
駁
劉
の
文

章
で
あ
る
。
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こ
の
例
で
も
直
前
に
　
「
劉
蛇
」
　
の
杜
預
説
批
判
の
言
葉
が
有
り
、
こ
れ
を
再

批
判
す
る
形
で
　
「
今
制
定
知
不
然
者
」
　
以
下
に
続
く
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
お

り
、
第
一
節
の
　
「
今
讃
」
　
と
同
様
で
あ
る
こ
と
、
劉
文
浜
の
指
摘
す
る
通
り
で

あ
る
。『

春
秋
正
義
』
中
に
は
　
「
今
制
定
知
不
然
者
」
　
二
二
例
)
　
の
他
に
、
「
今
制

定
以
鳥
不
然
」
　
〓
例
)
・
「
今
制
定
知
非
者
」
　
(
三
例
)
・
「
今
制
定
知
～
者
」
　
(
一

例
)
・
「
今
刑
定
以
烏
～
」
　
(
三
例
)
・
「
今
制
定
以
～
」
　
(
一
例
)
　
と
い
っ
た
用
例

が
見
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
劉
文
浜
の
指
摘
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

原
文
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
部
を
挙
げ
よ
う
。

e
左
侍
注
疏
　
(
O
や
い
さ
＼
N
u
a
荘
公
二
十
二
年
伝
)

[
疏
]
通
観
之
否
○
正
義
日
、
此
注
　
「
坤
下
巽
上
観
、
坤
下
乾
上
否
」
、
及
　
「
六

四
交
響
」
、
諸
如
此
輩
、
皆
接
周
易
之
文
知
之
。

脚
腫
規
過
云
「
『
観
之
否
』
者
、
鳥
観
卦
之
否
支
、
『
屯
之
比
』
者
屯
卦
之
比

支
、
皆
不
取
後
卦
之
義
」
。

。
何
者
、
以
開
元
年
畢
萬
笠
仕
遇
屯
之
比
、
云
「
屯
同
比
入
」
、

債
十
五
年
曹
戯
公
笠
嫁
伯
姫
、
得
蹄
妹
之
瞑
、
云
　
「
士
到
羊
、
亦
無
忘
」
、
掃

妹
上
六
文
辞
又
云
　
「
姉
妹
瞑
孤
、
冠
張
之
弧
」
、
瞑
之
上
九
文
辞
又
云
　
「
掃
妹

之
瞑
、
猶
無
相
也
」
、
昭
五
年
明
夷
之
謙
云
　
「
明
夷
干
飛
、
垂
其
翼
」
、
又
云

「
謙
不
足
、
飛
不
翔
」
、
此
之
等
類
、
皆
取
前
後
二
卦
以
占
吉
凶
。
今
人
之
笠
、

亦
皆
如
此
。
故
貿
・
服
及
杜
、
並
皆
同
蔦
。
馳
匝
筍
異
前
儒
、
好
烏
別
見
、
以

規
杜
氏
非
也
。

眈
云
「
過
者
不
期
而
合
之
名
、
笠
者
所
得
卦
之
吉
凶
。
非
有
宿
契
逢
遇
而
巳
、

故
謂
之
退
」
。

脚
腫
云
「
下
髄
坤
、
坤
島
地
、
鳥
衆
。
上
線
巽
、
巽
烏
風
、
島
木
。
互
鰭
有
艮
、

艮
鳥
門
間
。
地
上
有
木
、
而
鳥
門
間
、
宮
室
之
象
。
宮
室
而
可
風
化
、
使
天
下

之
衆
観
焉
、
故
謂
之
観
也
。
下
髄
坤
、
坤
島
地
、
上
鰭
乾
、
乾
鳥
天
、
天
不
下

降
、
地
不
上
勝
、
天
地
不
通
其
気
、
上
下
否
塞
、
故
謂
之
否
也
」
。

e
左
侍
注
疏
　
(
N
U
.
N
-
a
・
b
宣
公
十
二
年
伝
)

○
注
其
六
至
之
第
〇
正
義
日
、
「
緩
安
」
繹
論
文
。
「
屡
数
」
許
訓
也
。
杜
以

「
其
三
」
　
「
其
六
」
、
輿
今
詩
頒
篇
次
不
同
、
故
鳥
疑
辞
。
「
蓋
楚
欒
歌
之
第
」
、

言
楚
之
欒
人
歌
周
頒
者
、
別
鳥
次
第
、
放
資
第
三
、
桓
第
六
也
。

脚
腫
以
鳥
「
其
三
、
其
六
者
、
是
楚
子
第
三
引
鋪
時
繹
思
、
第
六
引
綴
萬
邦
」
。

圀
間
関
田
、
此
侍
若
是
啓
文
及
借
家
故
事
、
容
可
言
「
楚
子
第
三
引
鋪
時

鐸
思
、
第
六
引
綴
萬
邦
」
。
此
既
引
楚
子
之
言
、
明
知
先
有
三
六
之
語
、
故
楚

子
引
之
、
得
云
　
「
其
三
」
　
「
其
六
」
。
若
楚
子
始
第
三
引
詩
、
第
六
引
詩
、
皇

得
自
言
「
其
三
日
」
「
其
六
日
」
。
蜘
以
「
其
三
」
「
其
六
」
烏
楚
子
引
詩
次
第
、

以
規
杜
過
、
何
辟
之
甚
。

眈
匝
難
云
「
襲
二
十
九
年
、
季
札
観
欒
、
篇
次
不
同
。
杜
云
、
仲
尼
未
制
定
。

此
亦
不
同
而
云
楚
欒
歌
之
次
者
、
裏
二
十
九
年
雌
少
有
篇
次
不
同
、
大
暑
不
甚

乗
越
、
故
云
仲
尼
未
制
定
以
前
。
此
之
三
六
、
全
輿
詩
次
不
同
、
故
云
楚
欒
歌

之
第
。
今
周
頒
篇
次
、
桓
第
八
、
賓
第
九
也
」
〔
⑦
〕
。

さ
て
こ
の
　
「
今
制
定
」
　
と
い
う
用
法
は
、
『
春
秋
正
義
』
以
外
で
は
、
た
だ

『
穏
記
正
義
』
中
に
五
例
を
見
出
す
ば
か
り
で
、
他
の
『
五
経
正
義
』
に
は
見

ら
れ
な
い
。
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以
下
に
『
祀
記
正
義
』
か
ら
一
例
の
み
挙
げ
よ
う
。
玉
藻
篇
「
君
子
狐
青
裏

豹
褒
、
玄
約
衣
以
楊
之
」
　
の
鄭
玄
注
　
「
君
子
、
大
夫
・
士
也
。
約
、
締
属
也
。

染
之
以
玄
、
於
狐
青
雲
相
宜
。
狐
青
裏
、
蓋
玄
衣
之
裏
」
　
に
対
す
る
疏
文
で
あ

る
。

e
祀
記
注
疏
　
(
?
B
b
玉
藻
)

[
疏
]
君
子
至
不
揚
○
正
義
日
、
「
君
子
」
謂
大
夫
・
士
也
。
以
「
狐
青
」
鳥
「
裏
」
、

「
豹
」
皮
鳥
「
褒
」
、
用
「
玄
締
之
衣
」
、
以
覆
楊
之
。

○
注
君
子
至
之
裏
○
正
義
日
、
知
　
「
君
子
、
大
夫
・
士
」
　
者
、
以
其
上
文
巳
云

「
君
」
、
此
文
云
　
「
君
子
」
、
故
知
是
「
大
夫
・
士
」
也
。
云
　
「
蓋
玄
衣
之
裏
」

者
、
陸
低
云
「
玄
衣
謂
玄
端
也
」
。

陸
低
又
云
「
畿
内
諸
侯
、
朝
服
用
紹
衣
、
畿
外
用
玄
衣
。
此
狐
青
又
是
畿
外
諸

侯
朝
服
之
衷
」
。

陸
医
又
云
「
凡
六
冤
及
爵
弁
無
裏
、
先
加
明
衣
、
次
加
中
衣
。
冬
則
次
加
抱
繭
、

夏
則
不
柚
繭
、
用
葛
也
、
次
加
祭
服
。
若
朝
服
布
衣
、
亦
先
以
明
衣
親
身
、
次

加
中
衣
。
冬
則
次
加
惑
、
真
上
加
楊
衣
、
揚
衣
之
上
加
朝
服
。
夏
則
中
衣
之
上

不
用
裏
而
加
葛
、
葛
上
加
朝
服
」
。
此
皆
陸
匿
之
説
。

睡
低
云
「
六
星
皆
有
裏
。
比
云
『
玄
』
謂
六
見
及
爵
弁
也
、
、
則
天
子
・
諸
侯
皆

′

然
。
而
云
『
大
夫
・
士
』
者
、
君
用
純
狐
青
、
大
夫
・
士
雑
以
豹
褒
」
。

際
又
以
「
内
外
諸
侯
朝
服
皆
紹
衣
、
以
黒
鳥
裏
、
不
用
狐
青
也
一
。
狐
青
既
是

冤
服
之
裏
、
周
種
司
裏
謂
之
『
功
裏
』
者
、
以
在
畏
服
之
内
、
人
功
微
応
、
不

知
前
菜
・
大
要
之
美
、
故
謂
之
功
耳
」
。

倒
医
云
「
凡
六
寛
之
裏
、
皆
黒
薫
真
也
。
故
司
服
云
『
祭
具
天
大
要
而
星
』
、

以
下
冤
皆
不
云
妾
、
是
皆
用
意
裏
也
。
又
論
語
注
『
梢
衣
葉
栗
、
皆
祭
於
君
之

服
』
、
是
祭
服
用
煮
真
也
」
。
脚
睡
又
以
此
「
玄
衣
」
鳥
玄
端
、
興
隆
低
同
。

悶
凶
、
三
家
之
説
、
雌
各
有
通
塗
、
皆
互
有
長
短
。

陸
匿
以
「
畿
内
諸
侯
紹
衣
、
畿
外
諸
侯
玄
衣
」
。
按
王
制
直
云
「
玄
衣
而
養
老
」
、

不
排
外
内
之
異
。
又
詩
唐
風
「
菓
妾
豹
社
」
、
卿
大
夫
之
服
、
槍
風
云
　
「
煮
裏

追
造
」
、
鄭
玄
云
　
「
朝
燕
之
服
也
」
、
論
語
云
　
「
紹
衣
芙
裏
」
、
注
云
　
「
諸
侯
之

朝
服
芙
裏
者
、
必
紹
衣
魚
楊
」
。
唐
・
檜
・
魯
非
畿
内
之
國
、
何
得
並
云
「
美
嚢
」
。

若
此
「
玄
衣
」
鳥
畿
外
諸
侯
、
則
鄭
注
此
、
何
得
云
「
君
子
、
大
夫
・
士
」
也
。

又
祭
服
「
無
裏
」
、
文
無
所
出
。
陸
医
之
説
非
也
。

蜘
低
以
「
六
見
皆
用
大
要
」
。
按
鄭
志
「
大
真
之
上
有
衣
」
、
則
輿
玄
昆
無
異
。

是
以
小
祭
典
莫
天
服
同
。
此
則
蜘
低
之
説
非
也
。

今
彼
此
商
量
、
以
際
之
説
瑜
於
二
家
。
論
語
注
云
「
紹
衣
、
祭
於
君
之
服
」

者
、
謂
助
君
祭
、
朝
服
而
祭
也
、
亦
卿
大
夫
祭
於
君
之
服
也
。

と
こ
ろ
で
穏
記
正
義
』
序
に
、
「
今
勅
を
奉
じ
て
倒
理
す
る
に
、
皇
氏
に
仇

こ
れ

拠
し
て
以
て
本
と
為
し
、
其
の
不
備
有
る
は
熊
氏
を
以
て
蔦
を
補
ふ
」
と
述
べ

る
よ
う
に
、
『
穏
記
正
義
』
が
基
づ
い
た
六
朝
の
義
疏
の
う
ち
で
、
最
善
が
梁

の
皇
侃
『
穏
記
義
疏
』
、
次
善
が
北
周
の
熊
安
生
『
穏
記
義
琉
』
で
あ
る
こ
と

は
、
孔
穎
達
が
明
言
す
る
通
り
で
あ
る
。
右
の
挙
例
は
、
こ
の
二
者
に
さ
ら
に

後
魂
の
劉
芳
『
躍
記
義
謹
』
の
説
を
併
せ
て
紹
介
し
た
う
え
で
、
「
今
刑
定
す

る
に
、
三
家
の
説
に
は
各
お
の
塗
に
通
ず
る
こ
と
有
り
と
錐
ど
も
、
皆
な
互
ひ

に
長
短
有
り
」
と
し
て
、
唐
人
の
批
評
の
言
葉
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
本

節
の
e
e
の
『
春
秋
正
義
』
の
例
と
同
様
の
構
成
で
あ
る
こ
と
が
了
解
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
『
穏
記
注
疏
』
中
に
四
例
　
「
今
制
定
」
　
の
例
が
有
る
が
、
こ
れ
は
そ
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の
箇
所
を
示
す
に
と
ど
め
た
い
。

e
穏
記
注
疏
　
(
い
や
○
-
b
・
B
a
玉
藻
)
-
皇
侃
説
批
判

e
穏
記
注
疏
　
(
N
?
-
訂
玉
藻
)
-
熊
安
生
説
批
判

⑰
穏
記
注
疏
　
(
N
や
N
O
b
玉
藻
)
-
熊
安
生
説
批
判

e
穏
記
注
疏
　
(
u
N
.
O
u
a
喪
服
小
記
)
1
皇
侃
説
批
判

唐
の
孔
穎
達
奉
勅
撰
『
五
経
正
義
』
が
、
唐
初
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
、
も

と
よ
り
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
『
五
経
正
義
』
の
文
章
の
大
部
分
が
六
朝
時

代
に
著
作
さ
れ
た
義
琉
を
稿
本
と
す
る
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
も
、
我
々
は
注

意
す
る
必
要
が
有
る
。
『
五
経
正
義
』
中
か
ら
、
唐
初
の
時
代
相
や
思
想
等
を

導
き
出
す
の
に
は
、
よ
ほ
ど
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

れ
た
も
の
。

●
左
侍
注
疏
　
(
治
.
N
O
b
哀
公
十
五
年
伝
)

[
疏
]
注
聴
祀
至
格
命
○
正
義
日
、
碑
祀
文
也
。
服
度
云
「
在
休
日
戸
、
在
棺
日

経
」
、
祀
稀
「
既
欽
於
棺
」
、
博
言
「
購
以
戸
入
」
者
、
記
言
岡
田
耳
、
岡
田

可
以
通
。
隠
元
年
停
日
　
「
贈
死
不
及
戸
」
、
注
云
　
「
戸
未
葬
之
通
稀
也
」
。

こ
こ
で
は
、
既
引
の
例
と
同
様
、
服
虎
注
は
「
戸
」
と
「
柩
」
と
を
「
封
文
」

し
て
区
別
し
て
い
る
が
、
「
散
ず
れ
ば
則
ち
以
て
通
ず
べ
し
」
、
す
な
わ
ち
　
「
双

方
を
離
し
て
別
々
に
使
用
す
る
場
合
は
通
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
と
主
張

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
五
経
正
義
』
中
で
は
、
右
の
　
「
封
文
則
～
、
散

則
～
」
　
と
い
う
用
法
よ
り
は
、
む
し
ろ
　
「
封
文
～
、
散
文
～
」
　
と
い
う
組
み
合

わ
せ
の
も
の
が
多
く
見
出
せ
る
。
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三
　
封
文
　
(
封
則
)
・
散
文
　
(
散
則
)

第
一
節
0
例
中
に
「
曲
樽
下
云
『
在
休
日
戸
、
在
棺
日
柩
』
、
是
其
相
堅
訂

耳
。
今
以
既
葬
乃
来
而
云
『
不
及
戸
』
、
知
『
戸
是
未
葬
之
通
稀
』
也
」
　
と
い

う
一
文
が
有
っ
た
。
こ
れ
は
『
穏
記
』
曲
碓
岩
で
は
　
「
戸
」
　
と
　
「
枢
」
　
と
を
棺

に
納
め
ら
れ
る
以
前
と
以
後
と
で
称
謂
を
異
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
杜
預
注

が
そ
れ
ら
を
区
別
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
琉
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え

る
　
「
封
言
」
　
と
い
う
表
現
は
、
「
(
戸
と
柩
を
)
　
対
照
さ
せ
て
言
っ
た
」
　
と
拙
訳

し
た
よ
う
に
、
双
方
並
べ
て
対
照
さ
せ
る
と
意
味
が
異
な
る
こ
I
と
を
言
う
場
合

に
用
い
る
も
の
で
、
『
五
経
正
義
』
中
で
は
　
「
封
文
」
　
と
表
記
す
る
の
が
通
例

で
あ
る
。
次
の
例
は
、
右
の
例
と
ほ
ぼ
同
様
の
主
旨
で
、
「
封
文
」
　
と
表
記
さ

e
左
侍
注
疏
　
(
O
T
O
ぎ
・
b
春
秋
序
)

周
徳
至
菖
章
○
正
義
日
、
此
明
仲
尼
脩
春
秋
之
由
、
先
論
史
策
失
宜
之
意
。
計

周
公
之
垂
法
典
策
具
存
、
豊
偏
仲
尼
更
加
筆
削
。
但
鳥
官
失
其
守
、
襲
妃
失
中
、

赴
告
策
書
、
多
違
菖
典
。
是
故
仲
尼
脩
成
此
法
、
垂
示
後
昆
。
襲
三
十
一
年
俸

稀
　
「
卿
大
夫
能
守
其
官
職
」
、
昭
二
十
年
侍
日
　
「
守
道
不
如
守
官
」
、
是
言
人

臣
鳥
官
、
各
有
所
守
、
周
徳
既
衰
、
邦
國
無
法
、
畢
小
在
位
、
故
官
人
夫
其
所

守
也
。
雌
廣
言
衆
官
失
職
、
要
其
本
意
、
是
言
史
官
失
其
所
掌
也
。
昭
三
十
一

年
俸
日
　
「
春
秋
之
稀
、
微
而
顆
、
娩
而
鯛
、
上
之
人
能
使
春
秋
昭
明
」
、
注
云

「
上
之
人
謂
在
位
者
也
」
。
彼
謂
賢
徳
之
人
在
天
子
諸
侯
之
位
、
能
使
春
秋
襲

旺
助
成
昭
明
。
周
徳
既
衰
、
主
掌
之
官
巳
失
其
守
、
在
上
之
人
又
非
賢
聖
、
故
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不
能
使
春
秋
襲
旺
助
成
昭
明
、
致
令
赴
告
記
注
多
達
者
章
也
。

文
十
四
年
俸
日
「
崩
亮
不
赴
、
禍
福
不
告
」
。
然
別
鄭
國
相
命
、
凶
事
謂
之
赴
、

他
事
謂
之
告
。
田
田
則
別
、
回
り
則
通
。
昭
七
年
侍
「
衛
齋
悪
告
喪
干
周
」
、

則
是
凶
亦
稀
告
也
。
赴
告
之
中
違
啓
章
者
、
若
隠
三
年
、
平
王
以
壬
戊
崩
、
赴

以
庚
戊
。
桓
五
年
、
陳
侯
飽
卒
、
再
赴
以
甲
戊
己
丑
。
及
不
同
盟
者
而
赴
以
名
、

同
盟
而
赴
不
以
名
之
類
是
也
。
策
書
記
注
多
違
背
章
者
、
仲
尼
既
巳
脩
改
、
不

可
復
知
。
正
以
仲
尼
情
之
、
故
知
其
多
達
也
。

正
義
に
日
く
、
こ
こ
で
は
仲
尼
が
《
春
秋
》
を
修
め
た
事
由
を
明
ら
か
に

す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
史
官
の
策
書
が
事
宜
を
失
っ
て
い
た

こ

と

を

論

じ

る

。

…

…

…

昭
公
三
十
一
年
の
伝
に
　
「
春
秋
の
称
は
微
に
し
て
顕
、
椀
に
し
て
弁
。
上

の
人
能
く
春
秋
を
し
て
昭
明
な
ら
し
む
」
　
と
述
べ
、
そ
の
注
に
　
「
上
の
人

と
は
、
位
に
在
る
者
を
謂
ふ
な
り
」
　
と
述
べ
て
い
る
。
か
し
こ
の
一
文
で

は
、
賢
く
徳
あ
る
人
が
天
子
・
諸
侯
の
位
に
在
り
、
《
春
秋
》
　
の
褒
旺
・

勧
戒
を
昭
明
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
言
う
。
(
と
こ
ろ
が
)
　
「
周
の

徳
が
既
に
衰
え
」
、
(
史
記
を
)
　
掌
る
官
が
も
は
や
そ
の
守
る
べ
き
し
き
た

り
を
失
い
、
為
政
者
も
ま
た
賢
聖
の
人
で
は
な
い
た
め
、
《
春
秋
》
　
の
褒

旺
・
勧
戒
を
昭
明
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
赴
告
の
言
葉
や
記
録
の
文
章

が
、
「
多
く
旧
章
に
違
ふ
」
　
こ
せ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
と
こ
ろ
で
)
文
公
十
四
年
の
伝
に
1
崩
亮
は
赴
げ
ず
、
禍
福
は
告
げ
ず
」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
隣
国
ど
う
L
が
凶
事
を
報
告
し
あ

う
の
を
　
「
赴
」
と
い
い
、
他
の
事
は
　
「
告
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
(
し

は
、
凶
事
に
も
ま
た
　
「
告
」
　
と
称
し
て
い
る
例
で
あ
る
…
…
…
。

あ
る
い
は
ま
た
　
「
封
則
～
、
散
則
～
」
と
い
う
表
現
も
多
く
見
ら
れ
る
。

e
左
侍
注
疏
　
(
u
ナ
O
N
a
・
b
喪
公
二
十
六
年
伝
)

[
疏
]
注
梯
衣
賽
裳
也
○
正
義
日
、
「
梯
」
者
披
迅
之
義
、
以
其
格
闘
、
知
　
「
梯

衣
」
即
「
賽
裳
」
也
。
田
田
上
「
衣
」
下
「
裳
」
、
岡
田
可
以
相
通
、
故
以
「
賽

裳
」
解
「
梯
衣
」
。

右
の
例
は
、
「
衣
」
　
「
裳
」
　
の
封
文
・
散
文
の
例
で
あ
る
が
、
ち
な
み
に
『
毛

詩
正
義
』
と
『
儀
祀
疏
』
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
引
用
し
て

み
よ
う
。

じ
で
あ
る
。
昭
公
七
年
の
伝
に
　
「
衛
の
斉
悪
喪
を
周
に
告
ぐ
」
　
と
あ
る

e
毛
詩
注
疏
　
(
u
.
丁
-
N
b
東
方
未
明
)

停
上
目
衣
下
目
裳
○
正
義
日
、
此
其
回
田
定
積
、
回
田
通
名
日
「
衣
」
。
曲
種

目
「
両
手
描
衣
、
去
賓
尺
」
、
注
云
「
賓
謂
裳
下
緯
也
」
、
是
「
裳
」
亦
稀
「
衣
」

也
。
侍
言
此
、
解
其
栢
倒
之
意
、
以
　
「
裳
」
　
烏
　
「
衣
」
。
今
上
者
在
下
、
是
鳥

栢
倒
也
。

e
儀
種
注
疏
　
(
-
い
・
O
U
b
郷
射
鵡
)

注
説
履
至
被
地
○
繹
日
、
日
比
轟
∴
門
外
再
拝
」
、
論
升
坐
行
無
算
爵
、
賓
酔

送
出
之
事
。
云
　
「
説
履
則
拓
衣
、
鳥
其
被
地
」
　
者
、
曲
稽
云
　
「
擴
衣
趨
隅
」
、

彼
謂
升
席
時
、
引
之
琵
説
履
、
低
身
亦
然
。
若
不
振
衣
、
恐
衣
被
地
履
之
。
但

田
u
上
目
「
衣
」
、
下
目
「
裳
」
、
回
田
「
衣
」
「
裳
」
通
。
此
「
衣
」
即
「
裳
」
也
。
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こ
れ
ら
「
封
文
・
散
文
」
の
用
法
は
、
訓
話
の
学
の
集
大
成
と
い
わ
れ
る
『
五

経
正
義
』
中
に
お
い
て
、
言
葉
の
訓
話
を
精
密
に
分
析
弁
別
し
て
い
く
方
向
と

同
時
に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
同
一
経
書
内
　
(
ま
た
注
釈
相
互
間
)
　
に

お
け
る
訓
話
の
矛
盾
・
相
違
や
、
さ
ら
に
は
他
の
経
書
の
訓
話
・
解
釈
と
の
整

合
性
を
求
め
る
た
め
の
、
い
わ
ば
便
法
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
の
例
も
、
『
穏
記
』
中
庸
篇
の
　
「
封
文
」
　
に
対
し
て
、
『
春
秋
正
義
』
が

杜
預
注
の
　
「
散
文
」
　
し
た
解
釈
を
『
尚
書
』
成
又
序
・
『
洪
範
五
行
侍
』
に
よ

っ
て
補
強
し
た
も
の
で
あ
る
。

e
左
侍
注
疏
　
(
-
ナ
ー
許
信
公
十
六
年
伝
)

【
疏
]
注
祥
吉
至
所
在
○
正
義
日
、
中
庸
云
「
國
家
格
興
、
必
有
禎
梓
。
國
家
格

亡
、
必
有
妖
撃
」
、
別
事
之
先
見
、
善
悪
異
名
。
吉
之
先
見
、
謂
之
　
「
祥
」
。

凶
之
先
見
、
謂
之
「
妖
」
。
此
抱
云
「
祥
」
者
、
彼
日
出
耳
。
書
序
云
「
竜
有

梓
、
桑
穀
共
生
干
朝
」
、
五
行
侍
云
「
青
祥
・
白
祥
」
之
類
、
悪
事
亦
稀
烏
「
祥
」
、

「
祥
」
是
抱
名
。
公
間
「
是
何
祥
也
。
吉
凶
焉
在
」
、
故
杜
井
以
吉
凶
解
之
。

言
吉
凶
先
見
、
皆
烏
　
「
祥
」
　
也
。
襲
公
以
烏
、
石
隕
鶴
退
、
能
烏
禍
福
之
始
、

故
問
其
所
在
。
蓋
昔
慮
其
在
己
、
故
問
之
。

ま
さ

正
義
に
日
く
、
(
中
庸
)
　
篇
に
　
「
国
家
の
将
に
興
ら
ん
と
す
る
や
、
必
ず

て

い

し

や

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

え

う

げ

つ

禎
　
祥
有
り
。
国
家
の
将
に
亡
ぴ
ん
と
す
る
や
、
必
ず
妖
撃
有
り
」
　
と
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
事
件
の
起
こ
る
に
先
立
っ
て
現
れ
る
も
の

は
、
善
悪
で
名
を
異
に
し
て
い
る
。
吉
の
先
見
す
る
も
の
を
「
祥
」
と
い

い
、
凶
の
先
見
す
る
も
の
を
　
「
妖
」
　
と
い
う
。
(
と
こ
ろ
が
)
　
こ
こ
で
ま

と
め
て
　
「
祥
」
　
と
い
う
の
は
　
(
な
ぜ
か
と
い
え
ば
)
、
か
し
こ
　
〔
(
中
庸
)
〕

で
は
双
方
並
べ
て
区
別
し
た
ま
で
で
劃
劃
。
(
書
序
)
に
「
葛
に
祥
有
り
。

桑
穀
共
に
朝
に
生
ず
」
　
と
い
い
、
《
五
行
伝
》
に
　
「
青
祥
・
自
祥
」
　
の
類
を

い
う
も
の
、
こ
れ
ら
は
悪
事
に
も
ま
た
「
祥
」
と
称
し
て
い
る
か
ら
、
「
祥
」

い
づ

は
総
名
で
あ
る
。
公
が
　
「
是
れ
何
の
祥
ぞ
や
。
吉
凶
焉
く
に
か
在
る
」
　
と

問
う
た
の
で
、
杜
預
は
併
せ
て
　
「
吉
凶
」
　
で
解
し
た
も
の
。
吉
凶
の
先
見

す
る
も
の
は
す
べ
て
　
「
祥
」
　
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
…
…

右
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
疏
文
が
昭
公
十
八
年
伝
に
も
見
え
る
。

⑳
左
侍
注
疏
　
(
念
・
-
u
a
・
b
昭
公
十
八
年
伝
)

[
琉
]
絡
有
大
祥
○
正
義
日
、
「
祥
」
　
者
善
悪
之
徴
。
中
庸
云
　
「
國
家
格
興
、
必

有
禎
祥
」
、
祥
則
吉
祥
也
。
「
國
家
格
亡
、
必
有
妖
撃
」
、
「
撃
」
　
則
凶
祥
也
、

則
「
祥
」
是
善
事
、
而
里
析
以
民
動
國
亡
鳥
「
大
祥
」
者
、
彼
田
田
言
耳
。
書

序
云
　
「
竜
有
梓
、
桑
穀
共
生
干
朝
」
、
五
行
侍
云
　
「
時
有
青
昔
・
青
祥
・
自
首
・
白

祥
之
類
」
、
皆
以
悪
徴
烏
「
祥
」
、
是
「
祥
」
有
善
有
悪
。
故
杜
云
　
「
祥
欒
異

之
気
」
。

と
こ
ろ
で
以
上
の
挙
例
は
、
二
つ
の
語
を
　
「
封
文
」
　
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
三
語
の
例
も
若
干
数
見
出
せ
る
。
以
下
は
そ
の
う
ち
の
一
例
で
、
『
毛
詩

正
義
』
に
見
え
る
　
「
馨
」
　
「
昔
」
　
「
欒
」
　
を
封
文
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

◎
毛
詩
注
疏
(
三
.
書
・
q
a
周
南
・
閉
経
)
大
序
「
情
接
於
啓
、
聾
成
文
、
謂
之
音
」

[
疏
]
情
接
於
至
之
音
○
正
義
日
、
…
…
欒
記
云
「
啓
相
應
、
放
生
攣
。
欒
成
方
、

謂
之
音
」
、
註
云
　
「
方
猶
文
章
也
」
、
「
欒
之
器
、
弾
其
宮
、
則
衆
宮
應
、
然
不

157
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足
欒
、
是
以
欒
之
使
雑
也
」
、
引
昭
二
十
年
左
侍
日
　
「
若
以
水
潜
水
、
誰
能
食

之
。
若
琴
宏
之
専
萱
、
誰
能
聴
之
」
、
是
解
啓
必
須
雑
之
意
也
。
此
言
　
「
啓
成

文
、
謂
之
音
」
、
則
「
馨
」
輿
「
音
」
別
。
欒
記
註
「
雑
比
日
音
、
軍
出
目
馨
」
、

記
又
云
　
「
審
馨
以
知
音
、
審
音
以
知
欒
」
、
則
　
「
啓
」
　
「
音
」
　
「
欒
」
　
三
者
不
同

臭
。
以
「
馨
」
欒
乃
成
「
音
」
、
「
音
」
和
乃
成
「
欒
」
、
故
別
寧
二
名
。
田
四

則
別
、
同
盟
可
以
通
。
季
札
見
歌
秦
、
日
「
此
之
謂
夏
啓
」
、
公
羊
侍
云
「
十

一
而
税
頒
響
作
」
、
「
響
」
即
「
音
」
也
。
下
云
「
治
世
之
音
」
、
「
音
」
即
「
欒
」

也
。
是
「
馨
」
　
輿
「
音
」
　
「
欒
」
、
名
得
相
通
也
。

さ
ら
に
は
ま
た
二
字
熟
語
　
「
封
文
」
　
の
例
も
あ
る
。
『
毛
詩
正
義
』
の
　
「
雌

雄
・
牝
牡
」
　
の
例
で
あ
る
。

e
毛
詩
注
疏
　
(
P
P
£
b
榔
風
・
鞄
有
苦
菓
)
　
侍
「
飛
日
雌
雄
、
走
日
牝
牡
」

侍
由
輸
至
牝
牡
○
正
義
日
、
…
…
繹
鳥
云
　
「
鳥
之
雌
雄
不
可
別
者
、
以
巽
右
掩

左
雄
、
左
掩
右
雌
」
、
是
　
「
飛
日
雌
雄
」
　
也
。
繹
猷
云
　
「
塵
、
牡
暦
牝
磨
」
、

是
「
走
日
牝
牡
」
也
。
此
共
を
俳
耳
。
若
開
田
通
。
故
書
目
「
牝
雛
之
晨
」
、

停
日
　
「
獲
其
雄
狐
」
　
是
也
。
鄭
志
苔
張
逸
云
　
「
雌
雉
求
牡
、
非
其
稀
。
故
喩
宣

公
輿
夫
人
、
言
夫
人
輿
公
非
其
梢
、
故
以
飛
雌
求
走
牡
房
喩
、
侍
所
以
井
解
之
也
」
。

ち
な
み
に
梁
の
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
中
に
は
、
こ
の
　
「
封
文
・
散
文
」
　
の
例

を
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
こ
の
用
法
は
、
或
い
は
『
五
経
正
義
』
と
し
て
の
ま

と
ま
り
を
意
識
し
た
所
産
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

本
節
最
後
に
、
網
羅
的
で
は
な
い
が
、
『
五
経
正
義
』
中
か
ら
封
文
・
散
文

の
例
を
抽
出
し
て
み
よ
う
。

周
易
正
義

父
・
考
　
生
・
始
　
業
・
徳

吉
凶
‥
悔
古

尚
書
正
義

牙
・
歯
　
聖
・
賢
　
歩
・
行

父
・
考

藤
給
・
桑
嘗
　
桑
嘗
・
約
祀

皇
・
帝
・
王

毛
詩
正
義

幹
・
漱
　
獄
・
訟
　
業
・
羊

國
・
邑
　
道
・
路
　
婚
・
姻

狩
・
猟
　
堂
・
戸
　
址
・
足

聴
・
問
　
旗
・
腕
　
骨
・
同

朱
・
赤
　
災
・
異
　
風
・
俗

夕
・
夜
　
式
・
倖
　
獣
・
食

道
・
徳
　
氏
・
姓
　
賢
・
能

雌
雄
・
牝
牡
　
燕
療
・
路
痩

管
・
音
・
欒
　
暫
・
瞭
・
捜

祀
記
正
義

獄
・
訟
　
道
・
徳
　
顔
・
容

租
・
碑
　
管
・
鍵
　
采
・
色

氏
・
姓
　
氏
・
族
　
接
・
相

生
・
成
　
扇
・
国

内
子
・
命
婦
　
明
水
・
玄
酒

朋
・
友

刀
・
削
　
族
・
姓
　
欽
・
穏
　
政
・
事

皮
・
革
　
宮
・
室

室
・
家
　
鯵
・
服

葦
・
崖
　
英
・
秀

賓
・
客
　
燭
・
燦

編
・
祓
　
賦
・
役

彫
・
鎮
　
旅
・
師

秋
・
蟹
　
度
・
倉

瓦
豆
・
木
豆

考
・
皇
考
・
王
考

脂
・
膏
　
頓
・
民

衣
・
裳
　
稼
・
穏

層
・
烏
　
朋
・
友

熟
・
蜜
　
場
・
圃

築
・
城
　
歌
・
諸

民
・
人
　
言
・
語

誅
・
放
　
塘
・
城
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狗
・
犬
　
父
・
考
　
萌
・
芽
　
倖
・
佐

措
・
凪
　
幹
・
漱
　
行
・
趨
　
賓
・
介

膚
・
樋
　
疾
・
病
　
廟
・
跳
　
魂
・
晩

蛤
・
息
民
　
長
・
先
生
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皇
・
帝
・
王
　
合
・
要
・
成
　
神
・
祇
・
鬼

載
・
歳
・
祀
・
年

春
秋
正
義

皮
・
革
　
赴
・
告

姓
・
族
　
溝
・
独

撃
・
祥
　
政
・
事

天
神
・
地
祇
・
人
鬼

周
穏
疏

長
・
君
　
猷
・
余

技
・
相
　
随
・
羨

戸
・
柩
　
祥
・
妖
　
彙
・
鞍
　
細
・
係
　
訟
・
獄

勲
・
努
　
衣
・
裳
　
臨
・
粒
　
商
・
貿
　
厩
・
庫

刑
・
罰
　
府
・
庫

賓
・
客
　
訟
・
獄
　
姓
・
族
　
憲
・
利
　
脹
・
備

堅
・
固
　
牙
・
歯
　
常
・
旅
　
費
・
明
　
脩
・
肺

量
・
衡

雌
雄
・
牝
牡
　
曲
穏
・
経
穏
　
明
水
・
玄
酒
　
帝
繋
・
世
本
　
禎
祥
・
妖
撃

死
・
休
靡

勲
・
功
・
努

儀
穏
疏

爵
・
膵
　
爵
・
放
　
題
・
席

碑
・
問
　
面
・
覿
　
瑞
・
器

摺
・
複
　
謄
・
柳
　
歓
・
忠

明
水
・
玄
酒
　
委
積
・
愛
鯨

赤
・
締
・
績

賓
・
客
　
譲
・
辞
　
衣
・
裳
　
縫
・
旗

国
・
邦
　
猷
・
禽
　
都
・
邑
　
築
・
城

幣
・
醸
　
烙
・
夷

玄
端
・
朝
服

四
　
其
完

ふ
た
た
び
第
一
節
の
●
例
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
あ
る
「
然
別
此
文
雌
鳥
膚
幾
、

簸
計
帽
・
購
・
含
・
樋
、
線
名
房
贈
」
と
い
う
一
文
を
、
拙
訳
で
は
「
こ
の
伝
の

文
章
は
脂
の
た
め
に
書
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
だ
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
、
膚
・

樽
・
含
・
祖
を
ま
と
め
て
贈
と
名
づ
け
る
」
　
と
訳
し
た
こ
と
既
述
の
通
り
で
あ

る
。
本
節
で
は
こ
こ
に
見
え
る
　
「
其
安
」
　
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
附
言
し
て
お

き
た
い
。

も
っ
と
も
こ
の
　
「
英
資
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
現
今
の
大
型
の
辞
書
類
に
は

採
録
さ
れ
て
い
る
用
語
で
あ
る
。

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』

【
其
賓
】
0
其
の
資
は
。
質
際
は
。
〔
孟
子
、
腺
文
公
上
〕
　
周
人
百
畝
而
徹
、

其
貫
皆
什
一
也
。

e
其
の
事
安
。
其
の
安
際
。
〔
弘
道
館
記
述
義
、
上
〕
後
之
談
古
者
、

不
知
徴
其
賓
。

漢
語
大
詞
典
編
輯
委
員
会
『
漢
語
大
詞
典
』

【
其
安
】
　
0
実
際
情
況
。
実
際
上
、
事
実
上
。
《
孟
子
、
腺
文
公
上
》
　
「
夏
后

氏
五
十
而
貢
、
股
人
七
十
而
助
、
周
人
百
畝
而
徹
、
其
賓
皆
什
一

也
」
。
《
北
史
、
斎
大
圏
伝
》
　
「
…
…
」
。
魯
迅
《
朝
花
夕
拾
・
(
狗

・
猫
・
鼠
)
》
「
…
…
」
。

e
実
在
、
碗
実
。
宋
孔
平
中
《
続
世
説
・
直
諌
》
　
「
・
=
…
」
。
元
楊

梓
《
橡
譲
呑
炭
》
第
三
折
　
「
…
…
」
。
　
。

そ
し
て
本
節
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
両
辞
書
が
解
説
し
て
い
る
前
者
の
例
で

あ
る
が
、
そ
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
言
及
す
る
香
坂
順
一
主
幹
『
中
国
語
大

辞
典
』
(
角
川
書
店
一
九
九
翌
　
の
、
「
〔
副
〕
①
そ
の
実
、
実
は
。
逆
汝
に
用
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い
る
。
」
　
が
適
訳
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
小
辞
典
な
が
ら
筆
者
所
蔵
の
同
じ
く

香
坂
順
一
・
太
田
辰
夫
『
現
代
中
日
辞
典
増
訂
版
』
(
光
生
館
一
九
六
五
初
版
)

に
も
、

[
其
実
]
し
か
し
、
事
実
上
で
は
。
逆
接
を
示
す
。
(
他
故
意
説
不
憤
、
～
他

憧
得
)
　
か
れ
は
わ
か
ら
な
い
と
言
う
が
、
実
際
は
わ
か
っ
て
い
る
。

と
い
う
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
用
語
を
本
節
で
こ
と
さ
ら
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
『
五
経
正
義
』

中
で
は
、
こ
れ
が
前
節
の
　
「
封
文
・
散
文
」
　
の
例
と
ほ
ぼ
同
様
の
働
き
を
す
る

か
ら
で
あ
る
。

●
左
侍
注
疏
　
(
O
T
O
合
・
〇
㌢
・
b
春
秋
序
)

故
史
至
名
也
○
精
解
名
目
　
「
春
秋
」
　
之
意
、
先
説
記
事
主
記
昔
時
之
事
、
事
有

先
後
、
須
顆
有
事
之
年
。
…
…
「
年
」
　
「
歳
」
　
「
載
」
　
「
祀
」
、
異
代
殊
名
、
而

目
撃
也
。
爾
雅
繹
天
云
「
載
歳
也
。
夏
日
歳
、
商
日
祀
、
周
日
年
、
唐
虞
日

載
」
、
李
巡
日
　
「
夏
歳
、
商
祀
、
周
年
、
唐
虞
載
、
各
自
紀
事
。
尭
舜
三
代
示

不
相
襲
也
」
、
孫
炎
日
　
「
載
始
也
。
取
物
終
更
始
也
。
歳
取
歳
星
行
一
次
也
。

祀
取
四
時
祭
祀
一
詑
也
。
年
取
年
穀
一
熟
也
」
、
是
其
名
別
而
貿
同
也
。
此
四

者
雌
代
有
所
尚
、
而
名
興
自
遠
、
.
非
夏
代
始
有
　
「
歳
」
　
名
、
周
時
始
有
　
「
年
」

稀
。
何
則
、
尭
典
云
　
「
期
三
百
有
六
旬
有
六
日
、
以
閏
月
定
四
時
成
歳
」
、
南

貢
　
「
作
十
有
三
年
乃
同
」
、
是
於
唐
虞
之
世
巳
有
　
「
年
」
　
「
歳
」
　
之
言
。
記
事

者
則
各
従
所
尚
、
常
語
者
則
通
以
危
言
。
故
虞
亦
稀
「
年
」
、
周
亦
稀
　
「
歳
」
。

周
詩
唐
風
稀
　
「
百
歳
之
後
」
、
是
周
之
稀
　
「
歳
」
　
也
。

…
…
年
・
歳
・
載
・
祀
は
時
代
に
よ
っ
て
名
称
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
し
か
u
刻
圏
内
当
利
用
同
一
で
あ
る
。
《
爾
雅
》
釈
天
に
「
載

は
歳
な
り
。
夏
に
は
歳
と
日
ひ
、
商
に
は
祀
と
日
ひ
、
周
に
は
年
と
日
ひ
、

唐
虞
に
は
載
と
日
ふ
」
と
記
述
が
あ
り
、
李
巡
が
　
「
夏
は
歳
、
商
は
祀
、

周
は
年
、
唐
虞
は
我
と
い
う
よ
う
に
各
時
代
ご
と
に
　
(
異
な
っ
た
名
称
で
)

事
柄
を
記
録
す
る
の
は
、
尭
・
舜
二
二
代
〔
夏
・
般
・
周
〕
　
が
　
(
制
度
を
)

踏
襲
し
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
」
　
と
い
い
、
ま
た
孫
炎
が
　
「
載
は
始

で
あ
る
。
物
事
が
終
わ
っ
て
ま
た
始
ま
る
こ
と
に
取
る
。
歳
は
歳
星
　
〔
木

星
〕
　
が
一
次
め
ぐ
る
こ
と
に
取
る
。
祀
は
四
時
の
祭
祀
が
ひ
と
と
お
り
終

わ
る
る
こ
と
に
取
る
。
年
は
年
穀
　
【
こ
く
も
つ
〕
　
が
ひ
と
た
び
熟
す
る
こ

と
に
取
る
」
　
と
注
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
名
称
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
実
際
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
四
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
好
み
に
よ
っ
て
使
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
の
起
源
は
遠
く
、
夏
代
に
初
め
て
　
「
歳
」

の
名
称
が
で
き
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
、
周
代
に
初
め
て
　
「
年
」
　
の
名

称
が
生
ま
れ
た
と
い
う
の
で
も
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
(
尭
典
)
　
に
　
「
期

は
三
百
有
六
旬
有
六
日
。
閏
月
を
以
て
四
時
を
定
め
て
歳
を
成
す
」
　
と
い

う
記
載
が
あ
り
、
ま
た
　
(
謁
貢
)
　
に
　
「
作
す
る
こ
と
十
有
三
年
。
乃
ち
同

じ
」
　
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
唐
虞
の
時
代
に
す
で
に
　
「
年
」
　
「
歳
」

の
語
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
事
件
を
記
録
す
る
者
が
各
自
に
当
時
の

好
む
と
こ
ろ
に
従
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
が
、
普
通
に
話
す
場
合
に

は
通
じ
て
用
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
虞
の
世
に
も
ま
た
「
年
」
と
い
い
、

周
代
に
も
「
歳
」
と
称
し
て
い
た
。
周
代
の
詩
で
あ
る
(
唐
風
(
葛
生
)
)
に
、

「
百
歳
之
後
」
　
と
あ
る
の
は
、
周
に
　
「
歳
」
　
の
語
を
使
用
し
た
例
で
あ
る
。
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こ
の
疏
文
は
『
爾
雅
』
釈
天
が
　
「
年
」
　
「
歳
」
　
「
載
」
　
「
祀
」
　
を
区
別
す
る
の

に
対
し
て
、
「
其
の
寮
は
一
な
り
」
　
と
見
な
す
も
の
で
あ
り
、
前
節
の
　
「
封
文

・
散
文
」
　
の
例
と
ほ
ぼ
同
様
の
働
き
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
公
羊

侍
疏
』
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
も
参
考
と
な
る
。

e
公
羊
侍
注
疏
　
(
e
T
O
旨
・
〇
討
隠
公
元
年
)

注
歳
者
至
之
稀
○
解
云
、
四
時
皆
於
萬
物
有
功
。
「
歳
」
者
是
兼
抱
其
成
功
之

稀
也
。
若
以
普
代
相
堅
訂
之
、
即
唐
虞
日
「
載
」
、
夏
日
・
「
歳
」
、
股
日
「
祀
」
、

周
日
「
年
」
。
若
散
文
言
之
、
不
問
何
代
、
皆
得
謂
之
「
歳
」
英
。
等
取
一
名
、

而
必
取
　
「
歳
」
者
、
蓋
以
夏
敷
島
得
天
正
故
也
。
亦
有
一
本
云
　
「
歳
者
抱
競
成

功
之
稀
也
」
。

も
う
一
例
挙
げ
よ
う
。
『
左
侍
』
成
公
十
年
伝
に
見
え
る
「
病
膏
盲
に
入
る
」

の
出
典
の
条
に
対
す
る
琉
文
で
あ
る
。

e
左
侍
注
疏
　
(
N
チ
い
ざ
成
公
十
年
伝
)
　
杜
注
　
「
盲
南
也
。
心
下
鳥
膏
」

[
疏
]
注
青
商
也
心
下
鳥
膏
○
正
義
日
、
此
賃
蓮
之
言
、
杜
依
用
之
。
古
今
博
文

皆
以
鳥
　
「
膏
之
下
し
。
賃
・
服
・
何
休
諸
儒
等
、
亦
皆
以
鳥
　
「
膏
」
。
錐
凝
者
鳥

「
脂
」
、
繹
者
鳥
「
膏
」
、
悶
自
凝
者
亦
日
「
膏
」
。
故
内
則
云
「
小
切
狼
燭
膏
」
、

則
比
膏
謂
遠
心
脂
膏
也
。
劉
焙
以
鳥
「
繹
者
馬
膏
、
遠
心
之
脂
不
得
稀
膏
、
以

烏
膏
富
岳
商
」
、
改
易
博
文
而
規
杜
氏
、
非
也
。

と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
の
『
毛
詩
正
義
』

の
例
に
、

e
毛
詩
注
疏
　
(
O
u
.
N
⊥
訂
衛
風
碩
人
)

[
疏
]
侍
如
脂
之
凝
○
正
義
日
、
以
　
「
脂
」
　
有
凝
有
揮
、
散
文
則
　
「
膏
」
　
「
脂
」

皆
捻
名
、
計
俳
即
内
則
注
所
云
「
脂
、
肥
凝
者
、
繹
者
日
膏
」
、
繹
器
云
「
氷
、

脂
也
」
、
孫
炎
日
　
「
膏
凝
目
脂
」
、
是
也
。

と
記
述
す
る
よ
う
に
、
「
脂
」
　
「
膏
」
　
を
区
別
す
る
の
は
鄭
玄
の
　
「
内
則
」
　
篇

注
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
　
「
散
文
」
　
「
封
例
」
　
と
表
記

さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
　
「
其
質
」
　
が
　
「
封
散
」
　
の
用
法
と
異
な
る
の
は
、
訓
話
に
限
定
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
た
と
え
ば
経
文
・
伝
文
に
記
述
さ
れ
た
事
実
関
係
の
確
定
や
、

特
に
『
春
秋
正
義
』
で
は
礼
制
の
区
別
に
関
す
る
議
論
の
中
で
使
用
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

次
の
例
は
、
『
左
侍
』
桓
公
六
年
伝
に
見
え
る
、
国
君
の
名
前
の
付
け
方
の

禁
止
事
項
、
「
不
以
國
」
、
杜
注
　
「
國
君
之
子
、
不
日
以
本
國
島
名
也
」
　
に
対

す
る
琉
文
で
あ
る
。
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こ
の
琉
文
で
は
、
凝
固
し
た
も
の
を
　
「
脂
」
、
溶
解
し
た
も
の
を
　
「
膏
」
　
と

い
う
よ
う
に
区
別
す
る
見
方
に
対
し
、
「
其
の
実
は
」
凝
固
し
た
も
の
も
「
膏
」

e
左
侍
注
疏
　
(
○
チ
N
u
a
桓
公
六
年
伝
)

[
疏
]
注
國
君
至
名
也
○
正
義
日
、
下
云
　
「
以
國
則
魔
名
」
、
以
國
不
可
易
、
須

磨
名
不
譲
。
若
以
他
國
島
名
、
則
不
須
白
魔
名
也
。
且
春
秋
之
世
、
晋
侯
周
・

衛
侯
鄭
・
陳
侯
呉
・
衛
侯
音
之
徒
、
皆
以
他
國
鳥
名
、
以
此
知
　
「
不
以
國
」
　
者
、

謂
國
君
之
子
不
得
自
以
本
國
島
名
。
「
不
以
山
川
」
　
者
、
亦
謂
國
内
之
山
川
。
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下
云
「
以
山
川
則
塵
主
」
、
謂
麿
園
内
之
所
主
祭
也
。
若
他
国
山
川
、
則
非
其

主
不
須
塵
也
。

此
錐
因
公
之
問
、
而
封
以
此
法
、
曲
祀
亦
云
「
名
子
者
不
以
固
、
不
以
日
月
、

不
以
隠
疾
、
不
以
山
川
」
、
則
諸
言
「
不
以
」
者
、
臣
民
亦
不
得
以
也
。
此
注

以
其
言
「
國
」
、
故
特
云
「
國
君
子
」
耳
、
国
雄
非
國
君
之
子
、
.
亦
不
得
以

國
島
名
。
其
言
「
顧
名
」
「
眉
祀
」
之
徒
、
唯
謂
國
君
之
子
。
若
使
臣
民
之
名
、

國
家
不
慮
之
廟
也
。
然
別
臣
民
之
名
、
亦
不
以
山
川
、
而
孔
子
魯
人
、
尼
丘
魯

山
、
得
以
「
丘
」
魚
名
者
、
蓋
以
共
有
象
、
故
特
「
以
類
命
」
、
非
常
例
也
。

正
義
に
日
く
、
下
文
に
「
国
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
名
を
廃
す
」
と
い
う
の

は
、
国
は
変
更
で
き
な
い
の
で
、
当
然
、
名
は
廃
止
し
て
謹
ま
な
い
は
ず

で
あ
る
。
も
し
も
他
国
の
国
名
を
名
と
し
た
場
合
は
、
そ
の
名
を
廃
止
す

る
必
要
は
な
い
。
し
か
も
春
秋
時
代
に
は
晋
侯
周
・
衛
侯
鄭
・
陳
侯
呉
・
衛

侯
晋
と
い
っ
た
人
々
が
、
す
べ
て
他
国
の
国
名
を
名
と
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
「
国
を
以
て
せ
ず
」
　
と
は
、
国
君
の
子
が
自
国
の
国
名

を
名
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

(
同
様
に
)
　
「
山
川
を
以
て
せ
ず
」
　
と
い
う
の
も
、
や
は
り
国
内
の
山
川

の
こ
と
で
あ
る
。
下
文
に
　
「
山
川
を
以
て
す
れ
ば
主
を
廃
す
」
　
と
い
う
の

は
、
国
内
の
主
と
す
る
祭
祀
を
廃
止
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
も
し
も

他
国
の
山
川
で
あ
れ
ば
、
そ
の
主
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
廃
止
す

る
必
要
は
な
い
。

こ
れ
は
公
が
質
問
に
こ
と
よ
せ
て
、
こ
の
よ
う
な
き
ま
り
を
返
答
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
(
曲
穐
)
　
に
も
「
子
に
名
づ
く
る
に
は
国
を
以
て
せ
ず
。

日
月
を
以
て
せ
ず
。
隠
疾
を
以
て
せ
ず
。
山
川
を
以
て
せ
ず
」
と
い
う
記

述
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
諸
々
の
　
「
不
以
(
以
て
せ
ず
)
」
　
と
い
う
の

は
、
臣
下
や
人
民
も
や
は
り
そ
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
注
で
は
、

伝
に
「
国
(
を
以
て
せ
ず
)
」
と
言
う
こ
と
か
ら
、
特
に
「
国
君
の
子
」
と

述
べ
た
の
で
あ
っ
て
、
実
際
の
と
こ
ろ
国
君
の
子
で
な
く
て
も
、
や
は
り

国
名
を
名
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
も
っ
と
も
)
　
そ
の
　
「
廃
名
」
・
「
廃
穏
」
と
言
う
の
に
該
当
す
る
の
は
、

た
だ
国
君
の
子
だ
け
で
あ
る
。
臣
下
や
人
民
の
名
に
つ
い
て
は
、
国
家
は

彼
ら
の
た
め
に
は
廃
止
し
な
い
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
臣
下
や
人
民
の
名
も
や
は
り
「
山
川
を
以
て
せ
ざ

る
」
も
の
な
の
に
、
孔
子
は
魯
人
、
尼
丘
は
魯
の
山
で
あ
り
な
が
ら
、
「
丘
」

を
名
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
(
な
ぜ
か
と
い
え
ば
)
、
た
ぶ
ん
そ
の
形

象
が
有
っ
た
こ
と
で
、
特
に
「
類
を
以
て
命
じ
」
た
も
の
で
、
一
般
的
な

例
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

次
の
例
は
『
左
侍
』
隠
公
元
年
の
条
の
　
「
天
子
七
月
而
葬
、
同
軌
畢
至
。
諸

侯
五
月
、
同
盟
至
。
大
夫
三
月
、
同
位
至
。
士
臨
月
、
外
姻
至
」
　
の
琉
文
で
、

引
用
し
た
の
は
、
大
夫
と
士
と
で
は
葬
儀
の
礼
制
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
、
特

に
杜
注
「
瑜
月
度
月
也
」
　
に
つ
い
て
問
題
に
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

◎
左
侍
注
疏
(
O
N
・
N
-
b
・
N
N
a
・
b
隠
公
元
年
伝
)

天
子
至
姻
至
○
正
義
日
、
天
子
諸
侯
大
夫
士
、
位
既
不
同
、
穏
亦
異
数
。
赴
弔

遠
近
、
各
有
等
差
、
国
共
弔
苔
以
鳥
葬
節
。
且
位
高
則
絶
大
、
爵
卑
則
事
小
。

大
祓
股
時
乃
備
、
小
事
累
月
即
成
。
聖
王
制
鳥
常
規
、
示
民
軌
法
、
欲
使
各
脩

其
典
、
無
敢
式
差
。
…
…
春
秋
従
安
而
録
、
以
示
是
非
。
「
天
子
七
月
」
、
「
諸

侯
五
月
」
者
、
死
月
葬
月
、
皆
通
敷
之
也
。
…
…
…
「
士
除
月
」
者
、
通
死
月

162
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亦
三
月
也
。
裏
十
五
年
「
十
一
月
、
音
侯
周
卒
」
、
十
六
年
　
「
正
月
、
葬
曹
悼

公
」
、
杜
云
　
「
臆
月
而
葬
速
」
、
是
除
月
亦
三
月
也
。
此
注
云
　
「
臆
月
度
月
」

者
、
言
従
死
月
至
葬
月
、
其
間
度
一
月
也
。

士
輿
大
夫
不
具
、
而
別
設
文
者
、
以
大
夫
輿
士
名
位
既
異
、
因
其
名
異
、
示
鳥

等
差
、
故
欒
其
文
耳
、
日
月
敷
同
也
。
…
…
:
。

正
義
に
日
く
、
天
子
・
諸
侯
・
大
夫
・
士
は
、
そ
の
位
が
同
じ
で
な
い
以

つ

上
、
礼
制
も
ま
た
そ
の
数
を
異
に
す
る
。
弔
を
赴
げ
る
そ
の
遠
近
　
(
の
範

囲
)
　
に
は
そ
れ
ぞ
れ
差
等
が
有
り
、
そ
の
弔
問
応
答
に
因
っ
て
葬
儀
の
節

ひ
く

度
と
す
る
。
し
か
も
、
位
が
高
け
れ
ば
礼
は
大
に
、
爵
が
卑
け
れ
ば
事

こ

は
小
。
大
礼
は
時
　
〔
三
箇
月
〕
　
を
股
え
る
こ
と
で
は
じ
め
て
備
わ
る
が
、

か
さ

小
事
は
月
を
累
ね
る
と
す
ぐ
に
成
り
立
つ
。
聖
王
が
こ
の
常
規
を
制
作
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
に
規
範
を
示
し
、
各
お
の
に
そ
の
典
礼
を
修
め
、

決
し
て
た
が
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
せ
た
も
の
。
…
…
「
天
子
七
月
」

・
「
諸
侯
五
月
」
　
と
は
、
死
月
と
葬
月
と
両
方
と
も
に
数
え
た
も
の
で
あ

る
。
…
…
「
士
は
臨
月
」
　
と
は
、
死
月
を
数
え
る
と
や
は
り
三
箇
月
で
あ

る
。
裏
公
十
五
年
に
「
十
一
月
、
晋
侯
周
卒
す
」
と
あ
り
、
十
六
年
に
「
正

月
、
晋
の
悼
公
を
葬
る
」
　
と
あ
っ
て
、
杜
　
(
預
)
　
が
　
「
瑜
月
に
し
て
葬
る

は
速
し
」
　
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
稔
月
も
や
は
り
三
箇

わ
た

月
で
あ
る
。
こ
こ
の
注
に
　
「
瑜
月
は
月
を
度
る
な
り
」
　
と
述
べ
て
い
る
の

ひ
と
つ
き

は
、
死
月
か
ら
葬
月
に
至
る
ま
で
、
そ
の
間
に
一
月
を
渡
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

「
士
」
　
と
　
「
大
夫
」
　
と
は
　
(
同
じ
く
三
箇
月
で
)
　
異
な
ら
な
い
の
に
、
別

の
表
現
に
し
た
の
は
　
(
な
ぜ
か
と
い
え
ば
)
、
大
夫
と
士
の
名
・
位
が
異

な
る
以
上
、
そ
の
名
称
の
違
い
に
因
っ
て
差
等
づ
け
る
こ
と
を
示
す
た
め

に
、
そ
の
表
現
を
変
え
た
ま
で
で
、
実
際
の
と
こ
ろ
月
数
は
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
　
「
其
賓
」
　
と
い
う
用
法
は
、
名
物
訓
話
に
限
ら
ず
、
上
の
疏
文

で
厳
密
な
区
別
や
相
異
を
説
明
し
て
き
た
後
を
承
け
、
「
し
か
し
実
際
の
と
こ

ろ
、
常
に
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
区
別
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
　
と
い
う
場
合

に
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
詳
細
に
分
析
す
る
方
向
と
は
別
に
、
そ
れ
に
よ
っ

て
生
じ
た
経
書
相
互
の
矛
盾
の
説
明
や
、
あ
る
い
は
依
拠
し
た
注
釈
を
弁
護
す

る
た
め
の
、
い
わ
ば
　
「
ぼ
か
し
」
　
の
働
き
を
も
つ
用
法
で
あ
る
。

ち
な
み
に
　
「
其
質
」
　
は
『
論
語
義
疏
』
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
劉
絃
『
孝
経

述
議
』
中
で
は
、
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
我
が
国
伝
来
の
『
古
文
孝

経
孔
氏
侍
』
(
足
利
本
)
　
の
『
孔
安
國
侍
』
で
は
、
「
績
功
也
。
父
母
之
生
子
、

漑
之
育
之
、
顧
之
復
之
、
功
苦
之
功
、
元
大
焉
者
也
。
…
…
」
　
と
あ
っ
て
、
ど

う
や
ら
劉
弦
が
依
拠
し
た
伝
文
と
は
相
違
す
る
よ
う
で
あ
る
。

163

e
孝
経
述
議
(
巻
四
父
母
生
績
章
一
一
二
八
頁
)

○
侍
績
功
至
由
然
也
○
議
日
、
「
績
功
」
　
繹
詰
文
。
詩
蓼
我
云
　
「
父
今
生
我
、

母
今
畜
我
、
撫
我
育
我
、
顧
我
復
我
」
。
侍
取
彼
烏
説
、
放
言
「
父
之
生
子
」
、

而
辞
不
及
母
。
日
日
撫
覆
育
養
、
顧
視
反
復
、
乃
母
功
烏
多
也
。

注①
・
五
経
正
義
語
彙
語
法
前
記

・
五
経
正
義
語
桒
語
法
節
記
(
二
)

・
五
経
正
義
語
彙
語
法
前
記
(
三
)

・
五
経
正
義
語
彙
語
法
前
記
(
四
)

(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
5
6
巻

(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
5
7
巻

(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
5
8
巻

(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
5
9
巻

一
九
九
六
)

一
九
九
七
)

一
九
九
八
)

一
九
九
九
)
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・
五
経
正
義
語
彙
語
法
前
記
(
五
)
　
(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
6
0
巻
　
二
〇
〇
〇
)

こ
れ
ら
は
後
に
『
十
三
経
注
疏
の
研
究
-
そ
の
語
法
と
侍
承
の
形
』
(
研
文
出
版

二
〇
〇
五
)
　
の
第
二
篇
に
収
録
し
て
い
る
。

②
　
こ
の
疏
文
中
に
見
え
る
「
封
言
」
・
「
其
賞
」
　
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
・
第
四
節
で
取

り
上
げ
て
お
り
、
「
或
可
」
　
に
つ
い
て
、
後
に
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

③
　
こ
の
解
題
の
み
、
前
掲
拙
著
『
十
三
経
注
疏
の
研
究
』
の
第
五
篇
に
収
録
し
て
い
る
。

④
　
こ
の
疏
文
に
対
す
る
劉
文
漢
の
考
証
を
参
考
ま
で
に
引
用
す
る
。

文
洪
案
ず
る
に
、
太
宗
は
孔
穎
達
等
に
詔
し
て
《
五
経
》
の
義
訓
を
編
纂
さ
せ
、

こ
れ
を
《
義
賛
》
と
名
づ
け
た
が
、
(
そ
の
後
)
詔
し
て
《
正
義
》
と
改
名
し
た
。

こ
の
例
は
(
《
義
賛
》
の
)
「
賛
」
字
の
未
だ
捌
去
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
今

賛
」
　
を
書
名
と
見
な
す
者
も
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
r
旧
琉
」
　
は
　
「
献

子
が
ど
う
し
て
先
に
帰
国
し
た
か
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
」
　
と
い
う
が
、
唐
人

は
　
「
君
が
新
た
に
即
位
し
た
の
で
、
献
子
は
先
に
帰
国
し
た
」
　
と
考
え
る
。
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
　
「
其
の
義
を
賛
成
す
(
賛
成
其
義
)
」
　
と
い
う
例
で
あ
る
。

(9

こ
の
疏
文
に
対
す
る
劉
文
浜
の
考
証
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

文
洪
案
ず
る
に
、
こ
れ
は
光
伯
《
述
議
》
　
の
文
章
で
、
前
半
は
　
「
旧
疏
」
　
の
原

文
で
あ
る
。
劉
焙
は
お
そ
ら
く
旧
説
を
申
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
今
賛
」
　
以
下

が
孔
沖
遠
の
文
章
で
あ
る
。
(
本
伝
)
　
に
い
う
と
こ
ろ
の
　
「
義
賛
」
、
(
序
〉
　
に
い

わ
ゆ
る
　
r
特
に
短
見
を
申
」
　
べ
た
部
分
で
あ
る
。
孔
氏
の
　
r
公
患
之
」
　
の
解
釈

は
旧
説
と
異
な
る
。
旧
説
で
は
　
r
公
は
楚
人
が
己
を
軽
ん
ず
る
の
で
、
こ
れ
を

患
え
た
」
と
い
う
が
、
(
賛
)
　
で
は
　
「
公
は
残
に
凶
邪
が
有
る
こ
と
で
、
こ
れ
を

患
え
た
」
　
と
い
い
、
こ
れ
が
そ
の
相
違
点
で
あ
る
。
(
賛
)
　
所
引
の
　
「
疏
」
も
や

は
り
　
「
旧
疏
」
　
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
姓
名
を
知
る
手
だ
て
は
無
い
。
も
し
前
半

が
唐
人
の
言
葉
で
あ
る
な
ら
、
前
に
　
「
公
が
そ
の
軽
ん
ず
る
こ
と
を
患
え
た
」

と
い
っ
て
い
る
の
に
、
後
で
　
「
そ
の
凶
邪
を
患
え
る
」
　
と
い
う
の
だ
か
ら
、
一

人
の
説
が
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
必
ず
や
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。

⑥
　
こ
の
疏
文
に
対
す
る
劉
文
淡
の
考
証
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

文
洪
案
ず
る
に
、
こ
れ
は
光
伯
《
述
議
》
の
文
章
で
、
前
半
は
「
旧
琉
」
　
の
原

文
、
「
今
賛
」
以
下
が
唐
人
の
文
章
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
(
孔
穎
達
伝
)
に
い
う

と
こ
ろ
の
　
「
義
賛
」
　
で
あ
る
。
「
又
」
字
は
桁
文
か
、
あ
る
い
は
「
義
」
字
の
誤

り
で
あ
ろ
う
。

劉
弦
は
杜
預
の
「
奔
者
自
身
が
嘗
て
鴨
し
た
」
と
い
う
の
を
駁
す
る
の
で
、
「
《
春

秋
》
に
は
未
だ
嘗
て
曹
人
の
来
聴
を
書
い
た
こ
と
が
無
い
。
た
だ
会
だ
け
が
経

に
見
え
な
か
っ
た
ば
か
り
で
は
な
い
」
　
と
述
べ
た
。
唐
人
は
　
「
華
亥
・
向
寧
・
射

姑
の
等
の
、
玉
島
の
来
聴
が
有
る
者
が
経
に
見
え
な
い
理
由
は
、
そ
の
当
時
に

ま
だ
卿
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
そ
の
意
味
は
、
華

亥
・
向
寧
・
射
姑
等
は
実
際
に
魯
に
来
隔
し
た
が
、
当
時
ま
だ
卿
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
経
文
に
書
か
な
か
っ
た
が
、
奔
時
に
は
す
で
に
卿
と
な
っ
て
い
た

の
で
策
に
書
い
た
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
杜
預
の
義
を
申
明
し
て
劉
弦
の
　
「
公

孫
会
が
経
に
見
え
な
い
」
と
い
う
説
を
難
じ
て
い
る
。
「
等
」
字
は
す
で
に
曹
会

を
含
ん
で
い
る
の
で
、
華
・
向
を
言
わ
な
い
。
ち
な
み
に
昭
公
十
二
年
「
華
定
来

聴
」
が
す
で
に
経
に
見
え
て
お
り
、
「
射
姑
出
奔
」
は
文
公
十
六
年
に
あ
る
。

⑦
　
こ
の
疏
文
に
対
す
る
劉
文
浜
の
考
証
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

文
洪
案
ず
る
に
、
r
今
制
定
知
其
非
者
」
　
よ
り
　
「
以
規
杜
過
何
辟
之
甚
」
　
に
至
る

ま
で
が
、
唐
人
の
駁
劉
の
文
章
で
、
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
光
伯
《
述
議
》
で
あ

る
。
も
と
「
絃
以
烏
」
　
に
作
っ
て
お
り
、
「
劉
」
字
は
唐
人
が
加
え
た
も
の
。
沈

氏
は
裏
公
二
十
九
年
の
《
注
》
を
引
用
し
、
こ
こ
と
同
じ
で
な
い
の
で
特
に
一

つ
の
難
点
を
示
し
、
自
ら
こ
れ
を
解
説
し
た
も
の
で
、
杜
預
を
非
難
し
た
も
の

で
は
な
い
。
唐
人
は
沈
説
を
引
用
し
て
光
伯
を
非
難
す
る
の
に
、
と
う
と
う
一

r
難
」
字
を
加
え
、
も
っ
ぱ
ら
沈
氏
が
光
伯
を
非
難
し
て
い
る
か
に
見
せ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
そ
の
通
じ
な
い
部
分
の
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
も
の
で

あ
る
。
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